
２０２１年３月１０日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

駅・車両のバリアフリー化の進捗等について 

当社では、国や地元自治体と協力しながら、駅のエレベーター等のバリアフリー設備の

整備及び、車椅子スペースや車椅子対応トイレ等を備えた新型車両への取替を、国の掲げ

る整備目標に基づき計画的に進めています。現行目標の最終年度にあたる今年度末の整備

状況と今後の取組みについて、お知らせします。 

１．駅・車両のバリアフリー化の進捗（２０２１年３月末見込） 

国の掲げる現行の整備目標に対し、当社の整備状況は、以下のとおりです。 

 

 

 【駅】 

・駅の段差解消及び障害者対応型トイレについては、高架化にあわせて２０２６年度

に整備予定の武豊線半田駅を除き、完了しています。 

・障害者対応型トイレについては、トイレがない駅等を除いています。 

【車両】 

・新幹線車両については、全１３４編成２，１４４両が基準に適合しています。 

・在来線車両については、２０２１年度から順次投入する通勤型車両３１５系、２０

２２年度から順次投入する特急車両ＨＣ８５系により、引き続きバリアフリー設備

の整備を進めていきます。 

 

 

項目 整備目標 整備対象 整備状況 

駅 

段差解消（エレベーター等） 
お客様のご

利用が１日

３千人以上

の原則全駅 

１０９駅 

１０８駅 

視覚障害者転落防止設備 

（内方線付き点状ブロック） 完了 

視覚障害者誘導用ブロック 

障害者対応型トイレ １０４駅 １０３駅 

車両（車椅子スペース等） 
総車両数の 

約７０％ 
３，３３９両 

２，８６３両 

（８６％） 



 
 

 
 

２．バリアフリー化の今後の取組み 

  ２０２１年４月からの新たな整備目標に基づき、バリアフリー設備の整備を進めると

ともに、以下の取組みを行います。 

（１）車椅子スペースを６席設置したＮ７００Ｓの投入 

・２０２１年４月中旬以降、順次、車椅子スペース

を６席設置した新幹線Ｎ７００Ｓ車両を投入し

ます。 

・当該車両で運転する列車について、その計画が決

定する当日朝にＪＲ東海ホームページで公表し、

東海道新幹線の駅でご予約いただけるよう、準備

を進めます。具体的な運転開始日等は、決まり次

第、お知らせします。 

（２）既設の車椅子対応座席におけるＷＥＢ予約の試行 

・車椅子対応座席のご予約方法について、従来の 

お電話等による予約に加え、ＥＸサービスを通 

じたＷＥＢ予約の試行を実施します。 

対象列車：東海道・山陽新幹線「のぞみ」 

対象座席：１１号車１３番Ａ席Ｂ席 

開始時期：２０２１年５月２０日乗車分より 

     （２０２１年４月２０日予約開始） 

（３）駅ホームにおける更なる安全性向上 

・新大阪駅及び金山駅・刈谷駅にホーム可動柵を

整備するとともに、在来線名古屋駅におけるホ

ーム可動柵の設置検討を進めていきます。 

・内方線付き点状ブロックの整備については、対

象をご利用１千人～３千人／日の駅まで拡大

し、設置を進めています。 東海道本線金山駅ホーム可動柵（３番線） 

車椅子対応座席のＷＥＢ予約画面イメージ 

新幹線車椅子スペース（６席化イメージ） 


